
令和８年度 ふくしま型農業 DX推進事業 

スマート農業指導者向けセミナー 

開催要領 

１ 目的 

農業担い手の減少と高齢化、農地の集積・集約に伴う経営規模の拡大等を背景

に、省力化・効率化に資するスマート農業技術のニーズが高まっています。本県

では福島県高精度測位システム（福島県ＲＴＫシステム）を基軸として、スマー

ト農業の普及・啓発を推進しています。 

本セミナーは、地域農業を支援・指導する皆様を対象として、スマート農業に

関する情報提供や講演、スマート農業機械の体験・実演を通じて、スマート農業

を効果的に活用するための知識や理解を深めるとともに、その普及を促進し、地

域への速やかな展開を図ることを目的に開催します。 

 

２ 日時 令和８年８月３１日（月）13：00～15：30  

（１）講演、情報提供 13:00～14:30 

（２）体験会・実演会 14:45～15:30 

（３）展示会     13:00～15:30 

 

３ 会場 福島県農業総合センター多目的ホール、ほ場  

    （福島県郡山市日和田町高倉下中道１１６） 

     ※上記２（１）講演、情報提供は Web（Zoom）と併用（体験会、実演 

会及び展示会の配信はありません）。 

  

４ 内容 

（１）講  演 ：「東北におけるスマート農業の普及状況及び導入効果について」 

講  師 ： 国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構  

 東北農業研究センター スマート水田輪作研究領域 

  持続的営農評価グループ 主任研究員 幸田 和也 氏 

（２）講  演 ： 「昨今の気候の変化とそのポイントについて」 

講  師 ： 国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構  

  東北農業研究センター スマート水田輪作研究領域 

      気候変動対応グループ 主任研究員 大久保 さゆり 氏 

（３）情報提供 ： 「福島県ＲＴＫシステムの利用方法について」 

講  師：福島県 農林水産部 農業振興課 副主査 若月 祐太郎 

（４）情報提供 ： 「スマート農業に資するほ場整備の取組について」 

講  師：福島県 農林水産部 農村基盤整備課 技師 高濱 創 



（５）スマート農業機械の体験、実演、展示 

 ア 体験会 

・自動操舵システムを活用したトラクターの操縦体験 

・GPSレベラーを装着したトラクターの操縦体験 

・直進アシストを活用した田植機の操縦体験 

・追従畝運搬車の操縦体験 

・アシストスーツ体験 

※雨天時は室内での体験となり、予告なく内容が変更となります。 

 イ 実演会 

   ・防除ドローンによる散布作業のオートフライト実演 

   ・小型電動農機の走行実演 

 ウ 展示会 

   ・水管理システム（farmo） 

   ・営農支援サービス（アグリノート） 

   ・福島県 RTKシステム 

 

５ 対象と定員 

対象 農業関係団体職員（農業協同組合、土地改良区等）、市町村職員、県職員

（関係各課、農林事務所、農業総合センター等）等 

定員 80名 

※定員に達した場合は、参加者人数を調整させていただく場合があります。 

 

６ 参加申し込み方法 

以下いずれかの方法によりお申し込みください。 

①お手持ちのスマートフォンまたはタブレットで以下のコードを読み込む。 

 

 

 

 

二次元コード 

   

②申込用アドレスにアクセスする。 

  アドレス https://forms.cloud.microsoft/r/jmx1qZ2a36 

 

７ 参加申し込み期間 

令和８年８月５日（水）～令和８年８月１９日（水） 

 

 



８ Zoomでの接続について 

  講演、情報提供のみの配信となります。接続リンクについては、申込後、連絡

します。 

  接続テストを当日の 11:00～12:00 の間で行いますので、時間になったら接続

してください。 

 

９ 主催 福島県 

 

10 お問い合わせ先 

スマート農業に関する普及啓発業務事務局 

（ヤンマーアグリジャパン株式会社東北支社 アグリサポート部 笠松・加藤） 

電話：0229-40-9021 

 

  ※本セミナーは、福島県からヤンマーアグリジャパン株式会社東北支社への委託業務

として実施されます。 

 


